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こんね！四季を彩るロマンのまち　西都
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近年、選挙の投票率が低下しています。進んで投票して、
私たちの声を政治に届けましょう。
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3月は『自殺対策強化月間』です  ・・・・P7

・・・・P6男女共同参画社会

・・・・P2あなたの一票

まちの話題 ・・・  P10

今回は「スミラ」をご紹介

・・・・P4国民健康保険　～手続について～

サッカー教室（２月６日）
清水台総合公園で、本市でキャンプを行っていたサッカーＪ２の V・ファー
レン長崎によるサッカー教室が行われました。市内のサッカー少年団３
チーム約 60 人が参加し、プロの選手と楽しく汗を流しました。



　

私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
、
私
た
ち
の
意
見
を
反

映
さ
せ
て
く
れ
る
代
表
者
を
選
ぶ

制
度
が
「
選
挙
」
で
す
。

　

選
挙
権
は
、
年
齢
要
件
を
満
た

す
全
て
の
日
本
国
民
に
平
等
に
与

え
ら
れ
た
権
利
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
有
権
者
が
年
齢
や
立
場
に
と
ら

わ
れ
ず
、
自
由
に
自
分
の
意
思
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
国
政
選
挙
・

地
方
選
挙
と
も
投
票
率
が
低
下
し

て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
く
、
平
成
26
年
12
月
に

行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に

お
け
る
投
票
率
は
48
・
55
％
で
、

県
平
均
投
票
率
（
49
・
86
％
）
を

下
回
る
低
い
投
票
率
で
し
た
。
実

に
、
有
権
者
の
２
人
に
１
人
以
上

が
投
票
に
行
っ
て
い
な
い
状
況
で

す
。

　

特
に
、
若
い
世
代
の
投
票
率
は

他
の
世
代
に
比
べ
て
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。「
自
分
が
投
票
し
て
も

何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
考
え
て
い

る
若
者
が
多
い
よ
う
で
す
。
若
者

の
投
票
率
が
低
く
な
る
と
、
若
者

の
声
は
政
治
に
届
き
に
く
く
な

り
、
若
者
に
向
け
た
政
策
が
実
現

し
に
く
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
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あ
な
た
の

FUTURE

一
票

あ
な
た
の
一
票

私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
が
進
ん
で
投
票
に
参
加
し
、

自
分
た
ち
の
手
で
私
た
ち
の
代
表
者
を
正
し
く
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
の
一
票
は
、
私
た
ち
の
「
未
来
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な
の
で
す
。

有
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
自
分
の
意
志
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

P
int

どうして？

P
int

いつから？

P
int

どうなるの？

将来を担う若い世代の声を
これまで以上に政治に取り入れるため

平成 28 年 6月 19 日以後に
公示される選挙から適用されます
※今夏に参議院議員通常選挙が予定されています

全国で約 240 万人、西都市内で約 600 人が
新たに投票できるようになります

選挙権年齢 18 歳以上が に引き下げられます

？ 若者は政治に関心がないから、選挙に行かない？？

　県選挙管理委員会が、県内の高校生約３万人を対象に

「もうすぐ有権者！高校生３万人アンケート」を実施しま

した。その結果、約６割の生徒が「政治や社会問題に関

心がある」と答えています。

　正しく判断できる有権者を地域で育てていきましょう。

詳しい結果は県選挙管理委員会ホームページで
http://www.pref.miyazaki.lg.jp/senkyo/index.html

FUTURE 　三財小中学校では、小学５年生から中学３年生までが

児童生徒会役員選挙に参加します。投票記載台や投票箱

など実際の選挙で使用される機材を使用し、投票所入場

券の配布や投票記載台における氏名掲示など、実際の選

挙と同じ流れで投票が行われています。また、立候補者

の立会演説や選挙公報の発行など選挙運動についても学

んでいます。

　学校での選挙を通して、将来の有権者として、自分の

意思で積極的に社会に関わろうとする姿勢が育まれてい

ます。

全然
ない

あまり

ない
少しある

ある
16.8％

41.4％
26.0％

15.7％

政治や社会問題に関心がありますか？
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40～50 歳代

22～30 歳代
仕事があったから

選挙にあまり関心
がなかったから

政党の政策や候補者の
人物像など、違いがよ
く分からなかったから

適当な候補者も政
党もなかったから

年代別投票棄権理由（上位４つ）

　20 代・30 代の有権者が投票を棄権した理由で多いのは、「選挙にあまり関心が
なかったから」で、他の年代と比較して特に割合が高くなっています。

公益財団法人明るい選挙推進協会調べ（平成 25 年）
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●
国
保
の
手
続
き
に
は
マ
イ
ナ
ン

　
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
必
要
で

　
す

　

平
成
28
年
１
月
よ
り
国
保
の
手

続
き
に
は
個
人
番
号
の
記
入
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。
手
続
き
の
際

に
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は

個
人
番
号
通
知
書
＋
身
分
証
明
書

（
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
）
な

ど
が
新
た
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

代
理
申
請
の
場
合
も
委
任
状
に

加
え
、
代
理
人
分
の
個
人
番
号
も

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

郵
送
で
申
請
す
る
場
合
も
、
申

請
書
に
個
人
番
号
の
記
載
欄
が
あ

る
場
合
は
必
ず
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

個
人
番
号
が
必
要
な
手
続
き
は

下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

●
加
入
や
脱
退
の
各
種
届
け
出

　

国
保
へ
の
加
入
、
脱
退
（
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合
な

ど
）
に
は
必
ず
届
け
出
が
必
要
で

す
。
表
の
よ
う
な
異
動
が
あ
る
場

合
に
は
、
14
日
以
内
に
西
都
市
役

所
健
康
管
理
課
ま
で
届
け
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
75
歳
に
な
ら
れ
た
方

　

で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

　

行
す
る
場
合
に
は
届
け
出
の
必

　

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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●
届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

前
述
の
国
保
の
加
入
、
脱
退
の

届
け
出
に
は
次
の
も
の
が
必
要

（
届
出
者
と
異
動
者
の
両
方
）
で

す
。

◆
印
鑑
（
認
印
も
可
）

◆
身
分
を
証
明
す
る
も
の

　

○
個
人
番
号
カ
ー
ド

　
　

ま
た
は

　

○
個
人
番
号
通
知
書
と
免
許
証

　
　

な
ど
の
顔
写
真
付
き
証
明
書

　

な
お
左
表
の
場
合
に
は
、
別
に

書
類
な
ど
が
必
要
で
す
。

●
修
学
中
（
修
学
予
定
）
の
方
、

　
卒
業
さ
れ
る
方
も
届
け
出
を

　　

市
外
の
学
校
な
ど
に
修
学
中
の

方
や
新
た
に
修
学
さ
れ
る
方
で
、

西
都
市
の
国
保
を
継
続
の
場
合

は
、
修
学
が
確
認
で
き
る
学
生
証

や
在
学
証
明
書
な
ど
を
持
っ
て
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
修
学
中
の
方
で
、

そ
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る

方
の
世
帯
に
は
、
届
け
出
を
依
頼

す
る
文
書
を
送
付
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

国
保
の
方
で
、
市
外
の
学
校
な

ど
を
卒
業
さ
れ
る
方
や
就
職
さ
れ

る
方
は
、
卒
業
証
明
書
や
就
職
さ

れ
る
職
場
の
健
康
保
険
証
な
ど
を

持
っ
て
こ
ち
ら
も
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
・
・
・（
注
　
意
）

　

国
保
へ
の
加
入
届
け
出
が
遅
れ

る
と
保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の

間
の
医
療
費
は
い
っ
た
ん
全
額
負

担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
加
入
資

格
を
得
た
時
点
（
会
社
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
翌
日
な
ど
）
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
保
険
証
の
有
効
期
限
に
つ
い
て

　

本
市
の
一
般
保
険
証
の
有
効
期

限
は
４
月
30
日
ま
で
で
、
毎
年
５

月
に
更
新
し
ま
す
の
で
、
４
月
下

旬
に
世
帯
主
宛
て
に
ま
と
め
て
送

付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
税
の
納
付
状
況

に
よ
っ
て
は
、
有
効
期
限
の
短
い

保
険
証
か
国
保
資
格
証
明
書
が
送

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
高
齢
者
受
給
者

　
証
（
高
齢
受
給
者
証
）
に
つ
い

　
て

　

70
歳
に
な
る
と
、
保
険
証
と
は

別
に
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負

担
額
割
合
が
記
載
さ
れ
た
高
齢
者

受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
医

療
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
保
険

証
と
一
緒
に
必
ず
提
示
を
お
願
い

し
ま
す
。
交
付
に
つ
い
て
は
70
歳

の
誕
生
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は

前
の
月
）
に
交
付
説
明
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
案
内
文
が
届
い
た
ら

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
毎
年
８
月
更
新
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
７
月
下
旬

に
世
帯
主
宛
て
に
ま
と
め
て
送
付

し
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
の
自
己
負
担
額

割
合
は
、
原
則
２
割
（
一
定
以
上

所
得
が
あ
る
方
は
除
く
）で
す
が
、

昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

の
方
は
特
例
措
置
と
し
て
１
割
に

据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

個人番号通知書

個人番号カード

～手続きについて～～手続きについて～

国保のしくみ

国保は、病気やけがをし

たときに安心して医療が

受けられるよう、加入者

の皆さんがお金（国保

税）を出し合い助け合

う制度で、西都市が運

営しています。

国国

●個人番号の必要な手続一覧

資格関係

給付関係

その他

加入・脱退

氏名・住所・世帯主の変更

保険証・高齢受給者証の再交付　など

高額療養費・療養費（補装具等）などの支給申請

限度額認定証の交付・再交付申請

出産育児一時金・葬祭費の申請　など

一部負担金の減免等申請　など

国保に加入

するとき

○　他の市町村から転入したとき
○　職場の健康保険をやめたとき
○　職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき
○　子どもが産まれたとき
○　生活保護を受けなくなったとき　　　など

加入・脱退に該当する主な例

○　他の市町村に転出するとき
○　職場の健康保険に加入したとき
○　職場の健康保険の被扶養者になったとき
○　国保被保険者が死亡したとき
○　生活保護を受け始めたとき　　　　　など

国保を脱退

するとき

こんなとき

職場の健康保険への加入や脱退

職場の健康保険の扶養認定や取消

外国の方の国保への加入や脱退

70歳から 74歳までの国保への
加入や脱退

・資格喪失（取得）連絡票
・職場の健康保険証
　　（加入、扶養認定の場合）

・在留カード

・高齢者受給者証
・負担区分等証明書
　     　　　 （転入者に限る）

別に必要なもの

お問い合わせ

健康管理課  国保係
４３－０３７８（直通）

税務課  国保収納係
３２－１００２（直通）

また、保険税の納税に関しては

民健康保険民健康保険



◎
自
殺
の
現
状
と
「
自
殺
対
策
強

　
化
月
間
」
に
つ
い
て

　

日
本
で
は
年
間
２
万
５
千
人
以

上
の
方
が
自
ら
の
意
志
で
『
命
』

を
絶
っ
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
県
の
自
殺
死
亡
率
（
人
口

10
万
人
当
た
り
の
自
殺
者
数
）は
、

全
国
的
に
高
く
、
平
成
26
年
は
全

国
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
26
年
の
１
年

間
に
９
人
の
方
が
自
殺
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
が
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
現
状
の
中
、
毎
年
３

月
は
全
国
で
『
自
殺
対
策
強
化
月

間
』
と
し
て
自
殺
防
止
を
呼
び
掛

け
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

◎
自
殺
の
動
機
・
背
景

　

自
殺
の
動
機
と
し
て
最
も
多
い

の
は
健
康
問
題
で
す
が
、
そ
の
他

に
も
経
済
上
の
問
題
や
家
庭
問

題
、
職
場
関
係
の
悩
み
な
ど
、
そ

の
動
機
は
多
様
で
す
。
そ
の
動
機

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み

合
っ
て
自
殺
の
背
景
が
で
き
て
し

ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
自
殺
の
前
兆
と
サ
イ
ン

　

あ
な
た
や
あ
な
た
の
身
近
な
人

に
も
い
つ
も
と
違
う
様
子
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

左
記
の
よ
う
な
状
態
が
続
い
て

い
る
場
合
は
、
も
し
か
し
た
ら
心

の
病
気
や
自
殺
の
サ
イ
ン
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
早
く
専

門
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

自
殺
を
考
え
る
人
は
、「
死
ぬ

し
か
な
い
」
と
視
野
が
狭
ま
っ
て

い
た
り
、「
孤
立
し
て
い
る
」
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
者
を
１
人
で
も
減
ら
す
に

は
、そ
の
人
を
気
持
ち
の
上
で『
ひ

と
り
ぼ
っ
ち
』
に
し
な
い
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
は
、
次
の
４
つ
の
行
動
で

す
。

◇
気
づ
き　

　
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
い

て
、
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

◇
傾
聴　

　
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳

を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

◇
つ
な
ぎ　

　
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

う
促
し
ま
し
ょ
う
。

◇
見
守
り　

　

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　『
自
殺
』
を
他
人
事
と
考
え
ず

に
、
一
緒
に
『
命
』
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？
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市
で
は
、『
西
都
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
改
訂
版
（
西
都
市
Ｄ

Ｖ
防
止
基
本
計
画
を
含
む
）』（
平

成
26
年
４
月
施
行
）に
基
づ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
推
進
を
図
り

な
が
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

図
１
は
、
平
成
24
年
11
月
に
実

施
し
た
市
民
意
識
調
査
の
問
い

「
男
女
の
平
等
を
感
じ
ま
す
か
？
」

に
対
す
る
回
答
を
、
男
女
別
に
集

計
し
た
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
も
男
女
差
が
み
ら
れ
、

男
性
が
感
じ
て
い
る
平
等
感
が
女

性
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
『
地
域
や
社
会
通
念
』『
社

会
全
体
』
に
お
い
て
、
男
女
の
平

等
を
感
じ
る
人
が
特
に
少
な
い
よ

う
で
す
。

　

一
人
一
人
が
住
み
や
す
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
、
性
別
に
関
わ
ら

ず
、
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
た
社
会
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
性
別
に
よ
る

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
改

め
、
そ
の
人
本
来
の
個
性
や
能
力

に
目
を
向
け
る
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。

■
個
人
と
し
て

　

男
女
共
同
参
画
に

対
す
る
理
解
や
意
識

を
持
ち
、
市
民
一
人

一
人
が
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。

■
社
会
（
職
場
・
地
域
）
と
し
て

　

個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
担
当
課
】
健
康
管
理
課　
健
康
推
進
係　
℡
43-

１
１
４
６

【
担
当
課
】
市
民
協
働
推
進
課　
℡
43-

１
２
０
４

5 配偶者等からの暴力（ＤＶ）の根絶
　女性に対する暴力をなくす運動、人権擁護委員
　による人権相談、各種相談･支援体制の充実 など

市の取り組み例のご紹介
1 男女共同参画社会の実現に向けた意識づくり
　男女共同参画講演会や広報活動の実施、学校
　教育･社会教育の充実、各種講座の開催 など
2 男女がともに能力を発揮できる就業環境づくり
　各種就業支援講座の開催、雇用に係る法律や制
　度などの周知、休日･延長･一時預かり保育など
　の実施、青年就農給付金や家族経営協定の締結
　推進 など
3 男女がともに参画できる社会環境づくり
　自主防災組織の支援、各地域づくり協議会への
　支援、国際理解協力の推進、審議会等への女性
　登用の推進 など
4 誰もが安心して暮らせるための基盤づくり
　高齢者･障がい者の生活や社会参画支援、各種
　子育て支援講座の開催、健康保持増進のための
　スポーツ大会や健康講座の開催 など

市の取り組み例のご紹介

施設名・電話番号 相談時間
宮崎県女性相談所
0985-22-3858
西都警察署

0983-43-0110
宮崎県男女共同参画センター

0985-60-1822
西都市 市民協働推進課
0983-43-1204

電話：月～金（9：00～20：30）／土～日（9：00～15：00）
面接：月～金（9：00～18：00）　
電話：月～金（9：00～17：45）

電話面接：月～金（9：00～17：00）／土（9：00～16：30）

電話：月～金（8：30～17：15）　

配偶者などからによる暴力の各種相談窓口配偶者などからによる暴力の各種相談窓口

※祝日・年末年始を除く

※緊急の場合は上記時間以外でも対応可能

※日、祝日・年末年始を除く

※土日、祝日・年末年始を除く

10
20

30
40

50
60

女性

男性

社会全体

地域や
社会通念

法律や制度 学校教育の場

職場

家庭生活の中

(%)

図１ さまざまな分野における男女の平等感

西都市『みんなが住みよい社会をつくるための
　　　　　　　　男女共同参画意識調査（平成 24年）』による

図１ さまざまな分野における男女の平等感

男女共同参画社会男女共同参画社会
〜
一
人
一
人
が
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
〜

市
民
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
が

　
　
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か

①うつ症状が出てくる
　(気分が沈む、自分を責める、
　仕事が手につかない )
②原因不明の身体の不調が長引く
　(不眠、食欲不振、疲労感など )
③酒量が増す
④安全や健康が保てない
　（治療を中断する、自暴自棄になる）
⑤仕事の負担が急に増える、大きな
　失敗をする
⑥職場や家庭でサポートが得られない
⑦本人にとって価値あるものを失う
　(職、地位、家族、財産 )
⑧重症の身体の病気にかかる
⑨自殺を口にする
⑩自殺未遂におよぶ

自殺のサイン
（自殺予防の10カ条）

自殺のサイン
（自殺予防の10カ条）

　こころの健康を保つための方法やこころの
病気を理解すること、また「命」の大切さな
どに関する展示やパンフレットの配布・関連
図書のご紹介を行います。
　ぜひお立ち寄りください。

『こころの健康と自殺予防展』を開催します

● 場所 ： 西都市立図書館　　
● 期間 ： 3 月 1日（火）～ 31日（木）午前
　※７日 (月 )、14日 ( 月 )、22日 ( 火 )、28日 ( 月 ) は休館日

『こころの健康と自殺予防展』を開催します

昨年度の様子昨年度の様子

〜
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
﹃
命
﹄
を
守
る
た
め
に
〜

３月は『自殺対策強化月間』です３月は『自殺対策強化月間』です
相談窓口等情報サイト
みやざき　こころ青Tねっと
http://www.m-aot.net



市
政
レ
ポ
ー
ト

市 政レポート
市政の動きや情報をお伝えします

さ
い
と

さ
い
と

eporR t！

知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

総合政策課　32-1011

地域医療対策室　32-1015　

　

 世
界
文
化
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

総合政策課　32-1011

新
春
ス
ポ
ー
ツ
懇
談
会

スポーツ振興課　43-3478

企
業
合
同
情
報
交
歓
会

商工観光課　企業対策係　42-4068

大
分
市
で
物
産
・
観
光
フ
ェ
ア
を
開
催

農政課　食創生推進係　43-0382

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
会

教育政策課　43-3106　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
法
人
化
と
常
勤
医
５
人
体
制
へ
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■
野
球

　

プ
ロ
野

球
・
東
京

ヤ
ク
ル
ト

ス
ワ
ロ
ー

ズ
２
軍
の

春
季
キ
ャ

ン
プ
が
２

月
１
〜
25

日
、
西
都

原
運
動
公

園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
初
日
の
１
日
、
市
役

所
正
面
玄
関
前
で
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
球
団
の
本
市
キ
ャ
ン
プ
は
27

回
目
で
、
今
回
は
選
手
や
コ
ー
チ
、

ス
タ
ッ
フ
な
ど
約
50
人
が
キ
ャ
ン

プ
イ
ン
。
期
間
中
に
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
練
習
試
合
の
合
間
に
、
サ

イ
ン
会
や
交
通
安
全
啓
発
活
動
、

老
人
介
護
施
設
の
訪
問
な
ど
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
３
月
に
は
東
邦
ガ
ス
硬
式

野
球
部
、
立
教
大
学
野
球
部
な
ど

が
本
市
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
サ
ッ
カ
ー

　

Ｊ
２
の

ツ
エ
ー
ゲ

ン
金
沢
の

春
季
キ
ャ

ン
プ
が
２

月
２
〜
12

日
、
清
水

台
総
合
公

園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム

が
本
市
で

春
季
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
の
は
昨
年

に
引
き
続
き
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

２
日
、
市
役
所
正
面
玄
関
前
で

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
じ
く
Ｊ
２
の
Ｖ
・

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
（
２
月
５
〜
６

日
）
や
レ
ノ
フ
ァ
山
口
（
２
月
９

〜
13
日
）、
大
学
サ
ッ
カ
ー
全
日

本
選
抜
チ
ー
ム
、
大
阪
産
業
大
学

サ
ッ
カ
ー
部
も
本
市
で
キ
ャ
ン
プ

を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
阪
南
大
学
、
大
阪
学

院
大
学
、
九
州
産
業
大
学
の
サ
ッ

カ
ー
部
も
本
市
で
キ
ャ
ン
プ
を
行

う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

1
月
29
日
、
ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
西
都
で

『
地
場
企
業
・
誘
致
企
業 

合
同
情
報
交
歓
会
』

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
内
の
誘
致
・
地
場

企
業
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
な
ど
が
一
堂
に
会

し
て
、
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
の
情
報

交
換
や
有
機
的
な
連
携
を
図
る
た
め
、
毎
年
こ

の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

交
歓
会
に
は
約
60
人
が
参

加
。
講
演
会
で
は
高
峰
由
美

さ
ん
に
よ
る
『
６
次
産
業
化

とRE D
ESIG

N

〜
消
費
は

チ
カ
ラ
』
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
の
地

方
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
に
向

け
、
県
に
設
立
認
可
申
請
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー

に
内
科
医
が
新
た
に
着
任
し
、
常

勤
医
５
人
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

■
西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
の
地

　
方
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
に

　
向
け
県
へ
申
請
書
を
提
出

　

市
は
今
年
４
月
か
ら
、
西
都
・

児
湯
地
域
の
中
核
医
療
機
関
で
あ

る
『
西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
』

を
、
現
在
の
医
療
法
人
か
ら
地
方

独
立
行
政
法
人
に
移
行
し
、
新
た

な
体
制
に
よ
る
病
院
運
営
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

１
月
29
日
、
黒
木
郁
雄
副
市
長

ら
が
県
庁
を
訪
問
し
、
県
市
町
村

課
に
同
セ
ン
タ
ー
の
運
営
形
態
を

地
方
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
に

向
け
、
設
立
認
可
申
請
や
中
期
計

画
案
な
ど
の
関
係
書
類
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
今
回
提
出
し
た
関
係
書

類
を
県
が
審
査
し
、
３
月
中
に
認

可
の
可
否
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■
内
科
医
が
着
任
し

　
　
　
　
　
常
勤
医
５
人
体
制
に

　

２
月
１
日
、
同
セ
ン
タ
ー
に
内

科
医
１
人
が
新
た
に
着
任
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
同
セ
ン
タ
ー
の

常
勤
医
師
は
長
田
理
事
長
を
含
め

５
人
と
な
り
ま
し
た

　

今
回
着
任
し
た
の
は
循
環
器
内

科
を
専
門
と
す
る
川
本
理
一
朗
医

師
。
同
医
師
は
13
年
２
月
ま
で
同

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
内
科
は
、
日
中

の
外
来
診
療
に
加
え
救
急
搬
送
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
内

科
医
が
３
人
に
な
っ
た
こ
と
で
、

夜
間
帯
（
午
後
７
〜
11
時
）
の
救

急
も
、
ほ
ぼ
毎
日
受
け
入
れ
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
30
日
、
市
文
化
ホ
ー
ル
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム「
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
の
古
墳
を
考
え
る
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
市
の
西
都
原

古
墳
群
を
含
む
南
九
州
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺

産
登
録
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
今

回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
日
本
と
韓
国
の

専
門
家
３
人
の
研
究
発
表
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
同
様
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
定
期
的
に
開
催
し
、

登
録
へ
の
機
運
を
高
め
て
い

く
予
定
で
す
。

　

１
月
15
日
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
敷
島
で

『
新
春
ス
ポ
ー
ツ
懇
談
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
体
育
協
会
が
市
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

発
展
や
競
技
力
向
上
な
ど
を
目
的
に
、
毎
年
こ

の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

会
に
は
市
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
代
表
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
。
本
市
妻

地
区
在
住
の
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
長 

種
田
種
英
さ

ん
に
よ
る
『
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
私
』
と
題
し
た
講
演
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

懇
親
会
で
参
加
者
ら
は
互
い

に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

１
月
29
〜
30
日
、
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
前
で
『
さ
い

と
物
産
・
観
光
フ
ェ
ア
』
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
東
九
州
自
動
車
道
・
椎
田
南
Ｉ
Ｃ
〜
豊
前

Ｉ
Ｃ
間
の
開
通
（
※
）
後
、
本
市
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
さ
ら
に
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
本

市
の
情
報
発
信
を
行
い
、
福
岡
・
大
分
な
ど
の

九
州
各
県
か
ら
誘
客
を
図
る

た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

フ
ェ
ア
で
は
、
カ
ラ
ー

ピ
ー
マ
ン
の
詰
め
放
題
な
ど
、

本
市
を
代
表
す
る
農
産
物
の

Ｐ
Ｒ
と
販
売
、
西
都
産
牛
や

ユ
ズ
、
鮎
な
ど
の
加
工
品
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
月
26
日
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

『
知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
知
事
と
県
民
が
直
接
対
話

を
重
ね
、
県
民
総
力
戦
で
新
し
い
み
や
ざ
き
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
、
県
が
各
自

治
体
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
市
内
各

種
団
体
の
代
表
な
ど
約
30
人

が
参
加
。
河
野
知
事
と
参
加

者
は
、
イ
タ
リ
ア
で
発
見
さ

れ
た
伊
東
マ
ン
シ
ョ
肖
像
画

や
県
立
西
都
原
考
古
博
物
館

の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

１
月
29
日
、
市
文
化
ホ
ー
ル
で
『
西
都
市
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
会
』
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
市
内
教
職
員
の
資
質
向
上
、
保
護

者
な
ど
に
対
す
る
本
市
教
育
へ
の
理
解
促
進
な

ど
を
目
的
に
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

会
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

視
点
を
踏
ま
え
た
『
さ
い
と

学
』
の
取
り
組
み
が
報
告
さ

れ
、
そ
の
後
、
旭
有
機
材
工

業
（
株
）
の
伊
東
洋
之
さ
ん

に
よ
る
『
企
業
か
ら
見
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
』
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※平成 28 年４月 24 日予定

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
西
都
に
『
球
春
』
到
来

スポーツ振興課　スポーツランド推進係　43-3478　
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若
者
の
声
を
政
治
に
届
け
る
た
め

選
挙
や
政
治
に
関
心
を
持
と
う

わけもんの主張　西都児湯大会

　1 月 23 日、市文化ホールで『わけもん
の主張西都児湯大会』が開催され、西都
児湯の各市町村の代表 7 人が選挙や政治
について意見を発表しました。審査の結
果、西米良村の中武倫子さんと本市の原
あすかさんが優秀賞に選ばれ、県大会出
場を決めました。発表後には、宮崎日日
新聞社報道部の中山貴史次長が「わけも
んの一票」と題して講演を行いました。

手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
焼
い
て

　
　
　
　
香
ば
し
い
匂
い
が
教
室
に

食育授業『とんとん教室』

　２月２日、穂北小学校で食育授業『と
んとん教室』が行われ、同小の５年生 35
人が参加しました。これは食と農への理
解を深め、地産地消を促進するためにＪ
Ａ宮崎経済連などが県内の小学校で実施
しているもの。この日は豚の飼育状況な
どを学んだ後、ソーセージを作りました。
子どもたちは初めて作ったソーセージを
焼いて、おいしそうに食べていました。

70
年
の
節
目
を
記
念
し

　
　
　
　
学
校
の
歩
み
を
振
り
返
る

茶臼原小学校
　　　　　創立 70周年記念式典
　１月 31 日、茶臼原小学校で『創立 70
周年記念式典』が行われました。式典に
は在校生や保護者、卒業生や地域住民な
ど約 160 人が出席。学校の環境整備など
に貢献のあった方への感謝状贈呈などが
ありました。式典の会場となった体育館
には、同校の歩みを振り返る各年代の卒
業写真などが展示され、式典後には学習
発表会や記念植樹などが行われました。

環
境
を
考
え
る
機
会
に
　
　
　
　

　
　
　
　
　
再
生
品
の
販
売
が
盛
況

環境フェスタ 2016

　２月７日、西都児湯クリーンセンター
で『環境フェスタ』が開催されました。オー
プニングは県のシンボルキャラクター『み
やざき犬』のダンスで賑やかに始まりま
した。屋外でのフリーマーケットや、再
生品が抽選会やゲームで安く販売された
ほか、今年はこれに加えて他団体の協力
を得て犬猫の譲渡会も実施され、約 800
人の来場者で賑わいました。

第６回九州シニアエイトサッカーフェスティバル
　１月 16 〜 17 日、清水台総合公園で『九州シニアエイ
トサッカーフェスティバル』が行われました。これは幅
広い世代にプレーを楽しんでもらおうと県サッカー協会
などが毎年この時期に開催しているもの。40 歳以上限定
のサッカー大会に、九州各県から 14 チーム 229 人が参
加しました。選手たちは経験を生かしたプレーを随所に
披露しながら、熱い闘いを繰り広げました。

第４回西都原エンデューロ４時間耐久
　１月 17 日、西都原で『西都原エンデューロ４時間耐久』
が行われました。今年は過去最多の 399 人が参加し、西
都原の大地を駆け抜けました。本大会には日本トライア
スロン連合のパラトライアスロン強化合宿を兼ね、東京
オリンピック・パラリンピック招致委員の佐藤真海さん
を含む３選手も出場。選手たちは小雨の降るコンディショ
ンを吹き飛ばす軽快な走りを披露しました。

石野田地蔵大祭で中学生が臼太鼓踊を披露
　１月 24 日、三財の石野田火除地蔵堂で行われた大祭で
中学生が『石野田臼太鼓踊』を披露しました。市無形民
俗文化財の同踊は昨年度まで保存会が毎年奉納していま
したが、今年は人数がそろわなかったため、三財小中学
校に協力を依頼しました。同校中学部の１〜２年生男子
34 人がそろいの法被姿で臼太鼓を身にまとい、基本の踊
りの１つ『奥州の国』を元気よく披露しました。

三財中で『認知症サポーター養成講座』
　２月 12 日、三財小中学校で『認知症サポーター養成講
座』が行われました。これは認知症への理解を深め、そ
のサポーターを育成しようと行われたもので、当日は同
校中学部の１年生 28 人が受講。講座では説明 DVD の上
映やキャラバンメイトによる寸劇が行われ、生徒たちが
熱心に受講しました。また、講座後は『認知症サポーター』
の証であるオレンジリングが生徒たちに渡されました。

ま
ち
の
話
題

ち の話題ま ｏ
ｐ
ｉｃｓＴ

第 6回とのくり総合祭
　１月 26 〜 31 日、『とのくり総合祭』が行われました。
同祭は 26 日から行われた『都於郡の歴史と文化展』、31
日に行われたグランドゴルフ大会やメインイベントなど
で構成。メインイベントでは、子どもたちの凧づくり体験、
餅つき、空手の演舞などが行われました。会場に集まっ
た地区住民は振る舞われた鳥の炭火焼きやご汁などを味
わいながら、互いに交流を深めました。



人人今月の今月の

目
指
し
た
取
り
組
み
を
『
西
都
の

ピ
ー
マ
ン
農
家
生
き
残
り
を
か
け

て
』
と
題
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
今
ま
で
は
人
間
の
勘
に
頼
っ

て
管
理
し
て
い
た
ピ
ー
マ
ン
の
栽

培
方
法
を
、
環
境
制
御
の
機
械
を

導
入
し
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
、
湿

度
、
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
や
照
度
な
ど
の

数
値
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
い
つ

で
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
質

の
良
い
ピ
ー
マ
ン
を
よ
り
多
く
収

穫
で
き
る
方
法
を
模
索
し
て
い
ま

す
」
と
安
達
さ
ん
。
ま
た
「
先
輩

や
関
係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き

み
ん
な
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、

西
都
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に
も
繋
げ

た
い
」
と
熱
く
語
り
ま
す
。

　

休
日
の
過
ご
し
方
を
尋
ね
る
と

「
チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
る
早
朝

野
球
や
、
農
業
大
学
校
時
代
の
友

人
と
た
ま
に
行
く
ゴ
ル
フ
」
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年

11
月
に
開
催
さ
れ
る
古
墳
ま
つ
り

で
は
、
２
０
１
１
年
に
は
『
ニ
ニ

ギ
ノ
ミ
コ
ト
』
役
も
務
め
た
安
達

さ
ん
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
も
積
極
的

に
関
わ
る
若
き
後
継
者
は
、
市
の

農
業
の
将
来
も
広
い
視
点
で
見
据

え
て
い
ま
す
。
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月 17 日に京都市で開催された『第 34 回全国
都道府県対抗女子駅伝』に初めて出場し、８区

（3km）を力走しました。「県での選考会を突破して、
この大会に出場することが目標だったので、出場が決
まったときはとてもうれしかったです」と落合さん。
レース本番でも、全国でどれくらい勝負できるか楽し
みで、ワクワクしていたので緊張は感じなかったそう。

「結果のタイムは思っていたよりも良かったので、自
分としても満足な結果でした。チームメイトとも仲良
くなれました」と笑顔で大会を振り返ります。
　小学１年生のとき、マラソン大会で学年２位だっ
たのが悔しくて陸上を始めたという落合さん。専門
は 800m や 1500m で、昨年度はジュニアオリンピッ
ク女子 800m で全国８位入賞も果たしています。「い
つも西都の皆さんにたくさん応援してもらっているの
で、これからも頑張りたい」と話してくれました。

１

　わたしのおにいちゃんは、じまんのおにいちゃ
んです。わたしがしょんぼりしている時には、

「だいじょうぶ。」と声をかけてくれます。やさし
いおにいちゃんです。
　きょ年の 12 月にききのみちの歩こう会にさん
かしました。どうしてかというと、おにいちゃん
がこの花さくやひめのおねえさんのいわながひめ
としろみじんじゃについてガイドをしたからで
す。つま北小学校のみなさんといっしょに、あい
そめ川の場しょでガイドをしていました。ききの
みちとわたしのすんでいる場しょとかんけいが
あってびっくりしました。紙しばいやげきのはっ
ぴょうがとても上手でした。
　また、毎年 12 月 14 日は、しろみかぐらがあ
ります。おにいちゃんは、かぐらのだい３番「花
のまい」をまいました。白ばかまをきてすずとせ
んすをもってまうところがとてもかっこいいで
す。おにいちゃんは、これまでにたくさんかぐら
のれんしゅうをしてきました。れんしゅうは、き
びしいです。たいへんなのにがんばってれんしゅ
うしてすごいと思いました。これからもかぐらを
がんばってほしいです。

題名
 『じまんの
       おにいちゃん』
銀上小学校　２年　

　　いとう るい さん  

かわの ゆうや くん
光照保育園・6 歳

　　　作品「おにのおめん」

妻中学校　２年　落
おちあい

合 莉
り こ

子  さん

み
ん
な
の
広
場

『宮崎県ＳＡＰ冬期大会』で児湯代表として取り組みを発表。
見事、優秀賞を受賞しました。

　

１
月
25
日
に
宮
崎
市
で
『
宮
崎

県
Ｓ
Ａ
Ｐ
冬
期
大
会
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
児
湯
の
代
表

と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
表
を

行
い
、
同
代
表
と
し
て
は
３
年
ぶ

り
に
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
が
安

達
太
一
さ
ん
で
す
。

　

安
達
さ
ん
は
、
高
鍋
の
農
業
大

学
校
を
卒
業
後
、
約
３
年
間
の
市

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
の
行
政

経
験
の
後
に
就
農
し
、
就
農
と
同

時
に
Ｓ
Ａ
Ｐ
会
議
に
加
入
し
て
活

動
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

同
大
会
で
は
、『
西
都
市
Ｓ
Ａ

Ｐ
会
議
四
葉
園
芸
』
と
い
う
組
織

の
代
表
で
あ
る
安
達
さ
ん
が
、
同

組
織
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

『
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
』
に
よ
る
ピ
ー

マ
ン
栽
培
の
高
品
質
・
高
収
量
を

わが家のアイドル（未就学児）・頑張っている小中高生の情報・表紙の題字（さいと）を
募集しています。市総務課広報係まで　℡ 0983-43-1111　メール：koho@saito-city.jp

みんなの広場

声声ぼくの
わたしの
ぼくの
わたしの

美美
小さな小さな

術館術館

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

輝輝ラリ！ラリ！
西都っ子西都っ子

安達　太一
あ  だ  ち　    た  いち　    

さん

 
吉
よ し の

野　真
ま な か

佳ちゃん
（平成24年４月26日生）

何でもお姉ちゃんの真似をしたがる、お
マセな次女。いつまでも姉妹仲良くね！
(東旭：勝也さん・真紀さんの次女 )

昭和 62年 11月 10日生
穂北：島内村地区

　

西
都
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
つ
ば
さ
館
」
で
は
市
の
委

託
を
受
け
て
、
子
育
て
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

未
就
園
児
や
未
就
学
児
・
乳
幼

児
と
保
護
者
が
親
子
で
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
情
報
交
換
な
ど
を
す
る

ふ
れ
あ
い
の
場
で
す
。
楽
し
く
遊

び
語
ら
い
、
お
互
い
に
ふ
れ
あ
う

中
で
、
子
育
て
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

他
に
も
、
子
育
て
相
談
・
子
育

て
講
座
・
一
時
預
か
り
保
育
な
ど

の
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
予
定
や
子
育
て
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
掲
載

し
た
情
報
誌「
つ
ば
さ
館
だ
よ
り
」

を
毎
月
発
行
し
、
市
内
の
子
育
て

に
関
す
る
情
報
を
広
く
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
「
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
・
遊
び

あ
い
・
育
ち
あ
い
」
を
合
言
葉
に

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
、
み
ん

な
で
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
ば

さ
館
」
は
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
。

き
っ
と
素
敵
な
出
会
い
が
あ
る
と

思
い
ま
す
よ
。

　

い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
つ
ば
さ
館
」
の
活
動
内
容

　

〇
遊
び
の
場
の
提
供

　

〇
乳
幼
児
の
遊
び
の
提
供

　

〇
子
育
て
情
報
の
提
供

　

〇
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
支
援

　

〇
子
育
て
相
談

　

〇
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
等
の
講
座

■
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
の
家
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ば
さ
館

　

西
都
市
白
馬
町
３
番
地

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
４
９

西西
育
て
よ
う

育
て
よ
う

都
っ
子

都
っ
子
つばさ館よりつばさ館より

クリスマス会の様子



■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
17
時

■
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

洋
裁
ク
ラ
ブ
「
糸
音
」
作
品
展

■
期
間
＝
３
月
８
日
（
火
曜
）
〜

　

13
日
（
日
曜
）

水
彩
画
ク
ラ
ブ
「
麦
」
作
品
展

■
期
間
＝
３
月
15
日
（
火
曜
）
〜

　

20
日
（
日
曜
）

古
風
を
め
で
る
（
陶
器
展
）

○
出
展
者
＝
山
下
郁
典
（
自
由
風

　

窯
）、
園
田
一
成
（
生
楽
陶
苑
）

■
期
間
＝
３
月
22
日
（
火
曜
）
〜

　

27
日
（
日
曜
）

弥
勒
祐
徳 

絵
画
展

■
期
間
＝
３
月
29
日
（
火
曜
）
〜

　

４
月
10
日
（
日
曜
）

※
内
容
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
夢
た
ま
ご

　

℡
０
９
８
３-

42-

０
０
２
７

市
公
民
館

○
講
座
作
品
展
示

■
期
日
＝
３
月
１
日
（
火
曜
）
〜

　

６
日
（
日
曜
）

■
時
間
＝
９
時
〜
17
時

　

※
最
終
日
は
16
時
ま
で

■
内
容
＝
市
公
民
館
や
各
地
区
館

　

で
活
動
し
て
い
る
講
座
で
作
ら

　

れ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

○
特
別
講
座

　
『
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
講
座
』

■
日
時
＝
３
月
６
日
（
日
曜
）
13

　

時
〜
15
時　

※
要
事
前
申
込

☆
作
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

３
月
６
日
（
日
曜
）
16
時
か
ら

　

展
示
さ
れ
た
作
品
の
一
部
を
、

　

抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

■
開
催
日
＝
３
月
６
日
（
日
曜
）

９
時
〜

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

白
梅
保
育
園
児
に
よ
る
白
梅
元

　

気
太
鼓
の
披
露

９
時
〜
12
時
30
分

　

舞
台
発
表

　

市
公
民
館
や
各
地
区
館
で
活
動

　

し
て
い
る
団
体
や
、
市
内
の
生

　

涯
学
習
団
体
に
よ
る
舞
台
発
表

　

が
行
わ
れ
ま
す
。

12
時
30
分
〜　

冷
や
汁
保
存
会
に

　

よ
る
冷
や
汁
の
振
る
舞
い

13
時
〜
15
時

　

特
別
講
座
『
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー

　

ダ
講
座
』
※
要
事
前
申
込

15
時
〜

　

み
や
ざ
き
犬
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ

15
時
30
分
〜　

パ
ン
づ
く
り
講
座

　

に
よ
る
お
菓
子
の
振
る
舞
い

■
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
教
育
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
７
９

市
立
図
書
館

○
図
書
館
ま
つ
り

■
日
時
＝
３
月
６
日
（
日
曜
）
10

　

時
〜
17
時

■
内
容
＝
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
絵

　

本
の
読
み
聞
か
せ
、
ふ
る
さ
と

　

か
る
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
紙

　

バ
ッ
グ
配
布
、お
話
の
絵
展
示
、

　

古
本
市
、
こ
ふ
ん
ち
ゃ
ん
の
来

　

館
な
ど
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
ア

　

ク
リ
ル
た
わ
し
を
作
ろ
う
）
に

　

参
加
す
る
場
合
は
３
月
５
日
ま

　

で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
立
図
書
館

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
５
８
４

市
歴
史
民
俗
資
料
館

○
企
画
展
「
伊
東
マ
ン
シ
ョ
と
銀

鏡
神
楽
ミ
ラ
ノ
万
博
公
演
」

■
期
日
＝
３
月
６
日
（
日
曜
）
ま

　

で
■
時
間
＝
９
時
〜
17
時

■
入
場
料
＝
無
料

■
内
容
＝
昨
年
９
月
に
ミ
ラ
ノ
万

　

博
で
公
演
し
た
銀
鏡
神
楽
の
報

　

告
や
神
楽
面
の
展
示
、
伊
東
マ

　

ン
シ
ョ
肖
像
画
に
関
す
る
写
真

　

パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

社
会
教
育
課
文
化
財
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
８
４
６

☆
各
会
場
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た

　

方
に
は
、
花
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン

　

ト
し
ま
す
。

■
日
時
＝
３
月
12
日
（
土
曜
）
開

　

場
：
13
時
、
開
演
：
13
時
30
分

■
会
場
＝
市
民
会
館

■
出
演
団
体
＝
妻
北
小
学
校
、

　

妻
南
小
学
校
、
穂
北
小
学
校
、

　

西
都
児
童
合
唱
団
、妻
中
学
校
、

　

妻
高
等
学
校
女
声
合
唱
団
、

　

西
都
童
謡
を
歌
う
会
、

　

コ
ー
ル
・
西
都
、

　

上
新
田
中
学
校
（
新
富
町
）、

　

高
鍋
東
中
学
校
（
高
鍋
町
）、

　

高
鍋
高
等
学
校
（
高
鍋
町
）

■
入
場
料
＝
無
料
。
全
席
自
由

　

※
市
民
会
館
で
整
理
券
を
配
布

　
　

し
て
い
ま
す
が
、
当
日
入
場

　
　

も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
会
館

　

℡
０
９
８
３-

43-

５
０
４
８

■
日
時
＝
３
月
20
日
（
日
曜
）
９

　

時
ス
タ
ー
ト

■
会
場
＝
西
都
原
運
動
公
園
お
よ

　

び
そ
の
周
辺

■
そ
の
他
＝
大
会
当
日
は
西
都
原

　

公
園
内
お
よ
び
周
辺
道
路
の
通

　

行
規
制
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
７
８

　

毎
年
恒
例
の「
西
都
花
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
桜
と
菜
の
花

の
競
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期
間
＝
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
：

　

４
月
２
日
（
土
曜
）・３
日
（
日

　

曜
）

※
開
花
状
況
に
合
わ
せ
て
そ
の
前

　

後
も
出
店
が
あ
り
ま
す
。
日
程

　

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
開
催
時
間
＝

　

金
〜
土
曜
：
10
時
〜
22
時

　

日
〜
木
曜
：
10
時
〜
21
時

■
場
所
＝
西
都
原
御
陵
墓
前
広
場

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
商
工
会
議
所

　

℡
０
９
８
３-

43-

２
１
１
１

　

年
度
末
・
年
度
当
初
に
お
け
る

転
入
・
転
出
の
手
続
き
の
た
め
、

時
間
外
の
開
庁
を
行
い
ま
す
。

◆
実
施
日
時
：

　

３
月
30
日
（
水
曜
）
〜
４
月
１

　

日
（
金
曜
）
17
時
15
分
〜
19
時
、

　

４
月
２
日
（
土
曜
）
８
時
30
分

　

〜
17
時

◆
実
施
課
お
よ
び
取
扱
業
務

※
転
入
・
転
出
・
転
居
に
係
る
手

　

続
き
に
限
り
ま
す
。

○
市
民
課
　
市
民
窓
口
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
６
２
３

▽
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
受
付

▽
証
明
書
（
住
民
票
関
係
・
戸
籍

　

関
係
）
の
発
行　

※
広
域
交
付
住
民
票
は
除
く

○
市
民
課
　
年
金
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
２
１

▽
転
入
・
転
出
・
転
居
に
関
連
す

　

る
届
出

○
健
康
管
理
課
　
国
保
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
８

▽
資
格
取
得
・
喪
失
手
続
き

▽
保
険
証
な
ど
の
交
付
・
回
収　

○
福
祉
事
務
所
　
児
童
福
祉
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
６

▽
転
入
・
転
出
・
転
居
に
係
る
子

　

ど
も
医
療
・
児
童
手
当
異
動
手

　

続
き

○
建
築
住
宅
課
　
住
宅
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
９

▽
転
入
・
転
出
・
転
居
に
係
る
市

　

営
住
宅
入
居
退
去
受
付
、
証
明

　

発
行

○
教
育
政
策
課
　
学
校
教
育
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
３
８

▽
転
入
・
転
出
・
転
居
に
伴
う
小
・

　

中
学
校
の
就
学
事
務

　

最
近
、
強
風
に
よ
り
高
速
道
路

沿
線
か
ら
高
速
道
路
上
に
竹
な
ど

が
倒
れ
込
ん
で
、
高
速
道
路
を
走

行
す
る
自
動
車
に
衝
突
す
る
と

い
っ
た
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
高
速
道
路
沿
線
に
竹
林
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
高
速
道

路
へ
の
危
険
が
予
測
さ
れ
る
場

合
、
伐
採
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
高
速
道
路
上
に
竹
な
ど

が
倒
れ
込
む
可
能
性
が
あ
り
、
危

険
度
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合

に
は
、
や
む
な
く
道
路
を
管
理
す

る
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に

て
伐
採
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

高
速
道
路
を
利
用
す
る
皆
さ
ん

が
安
全
快
適
に
走
行
す
る
た
め
、

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
西
日
本
高
速
道

　

路
株
式
会
社 

九
州
支
店 

宮
崎

　

高
速
道
路
事
務
所
（
管
理
第
１
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＊お知らせ＊
市ホームページでも　　　　　　　　
　　　　　　情報を配信しています。

http://www.city.saito.miyazaki.jp

今月のイベント

お知らせ

EV
EN
T 
＆
 N
EW
S

2016  March

＆
●
● 

イ
ベ
ン
ト 

●
●

IN
FO
RM
A
TIO
N

ンフォメーションイ
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

夢
た
ま
ご
〜
３
月
の
催
し
〜

西
都
市
生
涯
学
習

　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

西
都
市
合
唱
祭

西
都
花
ま
つ
り

第
11
回
西
都
原

　
こ
の
は
な
マ
ラ
ソ
ン
大
会

●
● 

お
知
ら
せ 

●
●

年
度
末
・
年
度
当
初
の

　
　
　
窓
口
開
庁
に
つ
い
て

高
速
道
路
沿
い
に

　
　
土
地
を
所
有
す
る
方
へ



■
日
時
＝
３
月
１
日
（
火
曜
）
13

　

時
〜
16
時

※
次
回
は
４
月
５
日
（
火
曜
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

行
政
相
談

■
日
時
＝
３
月
10
日
（
木
曜
）
10

　

時
〜
12
時

※
次
回
は
４
月
14
日
（
木
曜
）

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

無
料
人
権
相
談

■
日
時
＝
３
月
15
日
（
火
曜
）
10

　

時
〜
15
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
４

無
料
法
律
相
談(

要
予
約)

■
日
時
＝
３
月
15
日
（
火
曜
）
13

　

時
30
分
〜
16
時

■
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

４
６
１
３

休
日
納
税
相
談

■
日
時
＝
３
月
27
日
（
日
曜
）
９

　

時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
役
所
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

交
通
事
故
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
平
日
の
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
２
９
４

　

生
活
環
境
課　
　
　
　

  

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

母
子
手
帳
交
付

■
日
時
＝
毎
週
火
曜
日　

13
時
〜

　

13
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

県
内
一
斉
消
毒
の
日

　

毎
月
20
日
は
県
内
一
斉
消
毒
の

日
で
す
。
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を

守
り
日
本
一
安
全
・
安
心
な
畜
産

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
日
＝
３
月
20
日
（
日
曜
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
政
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

交
付
式

■
日
時
＝
３
月
31
日
（
木
曜
）
９

　

時
〜

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
３
階

■
該
当
者
＝
昭
和
21
年
３
月
２
日

　

〜
４
月
１
日
生
ま
れ
の
国
民
健

　

康
保
険
の
方
、
昭
和
16
年
４
月

　

１
日
〜
４
月
30
日
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
文
書
を
郵
送

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
８

　

課
）

　

※
平
日
８
時
50
分
〜
17
時
20
分

　

℡
０
９
８
５–

89–

２
５
３
５

　

裁
判
所
で
は
、毎
月
１
回
程
度
、

個
人
の
方
で
も
参
加
可
能
な
「
不

動
産
競
売
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

競
売
物
件
の
情
報
は
、
裁
判
所
の

閲
覧
室
や『
Ｂ
Ｉ
Ｔ
』と
い
う
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://bit.sikkou.

jp

）
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
宮
崎
地
方
裁
判

　

所
民
事
部
執
行
係

　

℡
０
９
８
５–

68–

５
１
３
５

　

テ
レ
ビ
会
議
を
ご
存
知
で
す

か
？　

テ
レ
ビ
会
議
を
利
用
す
る

と
、複
数
の
離
れ
た
場
所
同
士
で
、

画
面
越
し
に
お
互
い
に
相
手
の
姿

を
確
認
し
な
が
ら
会
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
裁
判
所
で
は
、

こ
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
民

事
事
件
や
家
事
事
件
な
ど
に
お
い

て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
あ
な
た
が
こ
れ
ら
の

事
件
の
当
事
者
や
証
人
と
し
て
裁

判
の
期
日
に
出
席
す
る
場
合
で
、

そ
の
裁
判
所
が
遠
方
に
あ
っ
て

も
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利

用
す
れ
ば
、
お
近
く
の
裁
判
所
で

手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
は
、
裁

　

判
所
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら

　

適
当
だ
と
判
断
し
た
場
合
に
利

　

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利

　

用
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
宮
崎
地
方
裁
判

　

所
総
務
課

　

℡
０
９
８
５–

23–

２
２
６
３

　

古
紙
類
は
５
〜
７
㎏
程
度
を
目

安
に
束
ね
、
必
ず
ひ
も
で
縛
り
、

指
定
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
左
記
の
３

分
別
に
沿
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
分
別
方
法
＝

○
新
聞
・
チ
ラ
シ

　

新
聞
と
新
聞
の
中
に
折
り
込
ま

　

れ
て
い
る
チ
ラ
シ
の
み

○
ダ
ン
ボ
ー
ル

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
み

　

※
つ
ぶ
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
雑
誌
・
本
類

　

雑
誌
や
本
類
（
背
表
紙
を
の
り

　

や
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
閉
じ
た
も
の

　

な
ど
も
含
む
）、
そ
の
他
紙
類

　
（
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
ダ
ン
ボ
ー

　

ル
以
外
の
紙
類
）

　

※
雑
誌
や
本
の
付
録
Ｃ
Ｄ
な
ど

　
　

は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

■
出
し
方
＝

　

収
集
日
が
雨
の
場
合
は
リ
サ
イ

　

ク
ル
推
進
の
た
め
、
で
き
る
だ

　

け
次
回
の
収
集
日
に
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

指
定
シ
ー
ル
は
ひ
も
を
挟
む
よ 

　

う
に
折
り
た
た
ん
で
貼
っ
て
く

　

だ
さ
い
（
左
写
真
参
照
）。

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

消
費
生
活
無
料
相
談
（
要
予
約
）
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＊お知らせ＊
市役所の代表電話　0983(43)1111
               ＦＡＸ　0983(43)2067
http://www.city.saito.miyazaki.jp

※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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相
談

そ
の
他

休日在宅医

日月 曜 病院名 電話番号主な診療科目
休日在宅医は変更になることがあります。事前に電話でご確認ください。

日13 いわみ小児科医院 小児科 42-1500

27 日 三財病院 内科・整形外科 44-5221

西都病院 精神科・内科 42-01433 日6

月 上野医院 内科 44-510021

耳鼻咽喉科 43-431120 さいとう耳鼻咽喉科医院日

のぐち眼科クリニック 眼科 42-00394 日3

とめもり小児科 小児科 43-5884日10

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

古
紙
類
（
資
源
物
）
の

　
分
別
・
出
し
方
に
つ
い
て

指定シールの貼り方

裁
判
所
の
不
動
産
競
売
を

　
　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か



　

昨
年
の
７
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
本
市
で
実
施
し
た
『
平
和
の
折

り
鶴
事
業
』。
個
人
や
各
種
団
体

の
方
々
の
善
意
で
約
１
万
羽
の
折

り
鶴
が
集
ま
っ
た
こ
と
は
、
以
前

に
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

10
月
に
献
納
し
た
折
り
鶴
が
、

広
島
市
の
担
当
職
員
の
方
に
よ
り

『
原
爆
の
子
の
像
』
に
捧
げ
ら
れ

た
際
の
写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　

一
緒
に
添
え
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
は
「
西
都
市
の
皆
さ
ま
の
お

気
持
ち
と
御
行
為
に
深
く
敬
意
を

称
し
ま
す
」
と
あ
り
ま
し
た
の
で

市
民
の
皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
借
り

て
報
告
い
た
し
ま
す
。　
　
（
Ｋ
）
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本
市
で
は
今
、グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
盛
況
で
あ
り
ま
す
。
も

と
も
と
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設

が
少
な
く
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
や
本
市
の
持
つ
素
晴
ら
し
い
自

然
や
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
農

家
体
験
・
民
泊
は
で
き
な
い
か
と

検
討
を
重
ね
、
平
成
16
年
の
東
米

良
地
区
を
皮
切
り
に
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。

　

現
在
の
受
け
入
れ
農
家
数
は
20

戸
に
ま
で
増
え
、
平
成
27
年
度

の
宿
泊
客
数
も
１
月
末
現
在
で

６
４
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
口

蹄
疫
発
生
前
の
平
成
21
年
度
は
受

け
入
れ
農
家
数
が
10
戸
で
宿
泊

客
数
は
４
０
７
名
で
あ
っ
た
の

で
、
こ
の
年
と
比
較
し
て
も
受
け

入
れ
農
家
数
が
2
倍
、
宿
泊
客
数

で
２
０
０
名
以
上
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
県
下
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
受
け
入
れ
農
家
で
あ
る

西
都
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

研
究
会
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
の
た
ま
も
の
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

特
に
近
年
で
は
、
台
湾
か
ら
の

教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
が
活
発
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
参
加
し
、
宿
泊
し

た
小
・
中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
は
、

ピ
ー
マ
ン
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫

な
ど
の
農
業
体
験
、
日
本
の
伝
統

文
化
と
も
言
え
る
餅
つ
き
体
験
、

同
年
代
の
日
本
人
の
子
ど
も
た
ち

と
交
流
で
き
る
学
校
訪
問
、
そ
し

て
受
け
入
れ
農
家
の
方
々
の
郷
土

料
理
な
ど
の
『
お
も
て
な
し
』
を

体
験
し
て
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
る
ほ
ど
、
た
い
へ
ん
感
動

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
を
訪
れ
る
多
く
の
外
国
の

方
々
は
、
大
都
市
で
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
観
光
地
を
巡
る
よ
う
な
ツ

ア
ー
に
参
加
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
我
々
日
本
人
に
と
っ
て
は
あ

り
ふ
れ
た
日
常
で
あ
っ
て
も
、
旅

行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
載
っ
て
い

な
い
『
心
と
心
の
触
れ
合
い
』
と

も
言
え
る
濃
密
な
時
間
の
共
有
が

喜
ば
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
よ
う

な
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取

り
組
み
に
ぜ
ひ
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

COOKING
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橋
田
和
実

ちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

BOOKS

　中国に次ぐ世界第２
位の激安衣料品供給国
のバングラディシュ。
その縫製工場で働く女
性の労働環境や経済状
況は劣悪です。
　１カ月 4,000 円ほど
の賃金で働く女性たち
を取り巻く社会や家庭
内のさまざまな問題か
ら、世界の喜べない現
実が見えてきます。

『990 円のジーンズがつくられるのはなぜ？』
　 　長田　華子／著　　　　合同出版

オススメの本

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
事
業
が
活
発

『絵本　母と暮らせば』
　山田　洋次／著　　　講談社

〜市立図書館の新刊より〜人の動き ( 平成 28 年２月１日現在 )
■人　口　30,487 ( −    8)　■男　   14,345 ( −   3)
■世帯数　12,156 ( +    3)   ■女　　16,142 ( −   5)
■転入  64  　■転出   40    ■出生  11  ■死亡   43
■高齢化率 (65 歳以上 )　33.31％

1月号プレゼント「このはな館旬菜家の『西都の春の恵み』」
の当選者です。おめでとうございます。

森　木　民　子　さま　（ 穂　北 ）
児　玉　みゆき　さま　（ 御舟町 ）
黒　木　一　男　さま　（ 穂　北 ）

PRESENT『黒木農園』・『西都園芸』さんの
　  「花の苗（1,000 円分）」
　『 有 限 会 社 黒 木 農
園』さん・『西都園芸』
さ ん 出 品 の「 花 の 苗

（1,000 円分）を３人
の方にプレゼント。
※写真はイメージです
プレゼント応募方法
　はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と広報紙
に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記までご応
募ください。締切は3月31日(当日消印有効)です。
※賞品をこのはな館まで取りに来られる方に限ります。
※当選者には後日連絡します。　【宛て先】〒 881-8501
　西都市総務課「プレゼントもらっちゃおう3月号」係。
　または、Ｅメール：koho@saito-city.jp まで。

（提供：西都市観光協会）

英国インターナショナルスクールの
学生が農業体験

　 原 爆 で 亡 く
な っ た 息 子 が、
３年目の命日に
亡霊となって母
親の前に帰って
き た …。 戦 争、
原爆による地獄
のような苦しみ

を愛と慈しみ、ユーモアで超えていく物語。
2015 年 12 月公開の映画から生まれたもう
一つのファンタジー。大人向けの絵本です。

●作り方
①卵とバターは室温に戻しておく。薄力粉とベーキングパウダーを合
　わせてふるっておく。板チョコは、荒く刻んでおく。
②バターはクリーム状に練り、砂糖を２～３回に分けて加え、泡立器
　で白っぽくなるまで混ぜる。
③卵を割りほぐして入れ、さらに泡立器で全体をよく混ぜる。
④①の薄力粉を入れ、ゴムべらでさっくりと混ぜる。続いて②を入れ
　軽く混ぜる。
⑤オーブン皿にオーブンシートを敷き、スプーンで形を整えながら並
　べ、約 170℃のオーブンで 12 ～ 15 分焼く。

ｒｅｃｉｐｅ
●材料 　（40 ～ 60 個分）
　無塩バター　……　110 ｇ　
　砂糖　　　　……　70 ｇ
　卵　　　　　……　50 ｇ
　板チョコ　　……　50 ｇ　
　薄力粉　　　……　200g
　ベーキングパウダー
　　　　……　小さじ１/ ３

保育所の調理室から
  人気のカンタンおやつ

ロッククッキー



滝一郎の
ちょっとちょっと

第 43回
スミラ

れ
は
今
か
ら
４
年
前
の
話

だ
。
平
成
24
年
12
月
に
書
い

た
本
紙
連
載
の
『
み
ち
く
さ
』
の

第
６
回
目
の
ツ
ル
ボ
と
、
今
回
書

い
て
い
る
ス
ミ
ラ
は
同
じ
植
物
で

あ
る
。

　

こ
の
懐
か
し
い
草
に
つ
い
て
、

宮
崎
県
植
物
誌
（
平
田
正
一
著
）

に
よ
る
と
、
西
都
市
・
宮
崎
市
・

児
湯
郡
な
ど
の
道
端
や
広
場
に
見

ら
れ
る
ご
く
普
通
の
植
物
で
、
別

名
を
ス
ル
ボ
と
か
サ
ン
ダ
イ
ガ
サ

と
書
い
て
あ
る
。

　

こ
の
サ
ン
ダ
イ
ガ
サ
は
漢
字
で

書
く
と
『
参
内
傘
』
で
、
花
の
形

が
公
家
が
参
内
（
※
）
す
る
と
き

に
差
し
掛
け
る
長
い
柄
の
傘
に
似

て
い
る
（
写
真
右
）。
夏
（
８
～

９
月
）
10
㎝
ぐ
ら
い
の
茎
の
上
に

ピ
ン
ク
色
の
花
が
咲
く
。

　

こ
の
植
物
を
正
月
に
探
し
て
み

た
が
、
そ
こ
に
は
参
内
傘
は
な

か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
に
、
真
っ

青
な
葉
が
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
に

広
が
っ
て
い
た
。
そ
の
下
に
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
の
よ
う
な
球
根
が
あ
る

（
写
真
左
）。

　

祖
母
は
そ
れ
を
掘
り
あ
げ
て

「
こ
れ
が
ス
ミ
ラ
ち
ゅ
う
も
ん

じ
ゃ
。
昔
の
人
は
飢
饉
の
と
き
、

こ
の
草
の
根
を
掘
っ
て
１
週
間
日

に
干
し
て
水
に
さ
ら
し
て
苦
み
を

と
っ
て
食
う
た
げ
な
」と
言
っ
た
。

　

そ
れ
を
思
い
出
し
て
、
天
神
様

の
広
場
に
生
え
て
い
た
ス
ミ
ラ
を

掘
っ
て
食
べ
て
み
た
が
、
苦
く
て

喉
を
通
ら
な
か
っ
た
。

※
参
内　

宮
中
に
参
上
す
る
こ
と

　
　
（
文
・
写
真
／
滝　

一
郎
）
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